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 近年，多くの地方都市では郊外部への都市拡大に伴う課題を抱えており，その対策として，コンパクトシテ
ィの実現が指向されている．コンパクトシティの実現には中心市街地などの都心部への居住促進が推進策の一
つといえる．しかしながら，地方都市では都心部居住に対する関心は低いと考えられる．本研究は，都心部居
住に対する関心の低さが都心部に対するネガティブなイメージに起因するものと仮定し，２回の意識調査を実
施した．すなわち，都心部居住者と都心部以外の居住者との間で都心部での生活に対するイメージの比較を行
い，都心部居住に対するイメージと実態との乖離を明らかとした．また，都心部における多様な世代の居住を
促進するために，本研究は地域の子育て環境についても着目し，都心部の子育て環境に対する意識の差異につ
いても把握した． 
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1. はじめに 

 

 近年，多くの地方都市では郊外部への都市拡大に伴
う都市経営の圧迫や自家用⾞を利用できない住⺠のモ
ビリティ低下などの課題を抱えており，その対策とし
て，歩いて暮らせるような都市，コンパクトシティの
実現が指向されている．コンパクトシティの実現には
中心市街地などの都心部への居住を促進することが推
進策の一つであり，同時に多くの地方都市が抱える中
心市街地の衰退という課題解決にも寄与するものと考
えられる．中心市街地活性化法においても「中心市街
地活性化にとって，まちなか居住の推進を図ることが
重要」とされている． 

 秋田県の県庁所在地である秋田市においても「コン
パクトな市街地を基本としたにぎわいのある中心市街
地と地域中心の形成」がマスタープランの目標の一つ
とされ，都心部居住が推進されている．しかし，秋田
市が 2007(平成 19)年に実施した市⺠アンケート 1)では，
中心市街地に「ぜひ住んでみたい」とした被験者は

13.9%と少なく，「住みたくない」とした被験者が約半
数を占めている．すなわち，地方都市では郊外部への
居住意向が高く，都心部居住に対する関心は低いと考
えられる． 

 本研究は，都心部居住に対する関心の低さが中心市
街地・都心部での居住に対するネガティブなイメージ
に起因するものと仮定し，秋田市⺠に対する 2 回の意
識調査を実施した．すなわち，都心部居住者と郊外な
どの都心部以外の居住者の都心部での生活に対するイ
メージの比較を行い，都心部居住に対するイメージと
生活実態との乖離を明らかにすることを本研究の一つ
の目的とした．また，一般的に都心部居住は高齢者を
主な対象とすることが多いと考えられる．しかし，地
域コミュニティの構成などを考慮すると，多様な世代
の居住を推進していくことが望ましい．そのため，本
研究は地域の子育て環境についても着目し，居住地に
よる都心部の子育て環境に対する意識の差異について
も把握した．以上の点から，地方都市における都心部
居住の推進に必要とされる要素について考究する． 
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2. 秋田市における意識調査の実施
 

(1) 意識調査の概要
 本研究は 2

調査は 2013

式で行い，都心部
地区居住者を対象としている
ション，泉地区
2 地域で638

票を回収した
や都心部に対するイメージなどを質問している
 第 2 回調査は
送回収方式で行い
桜地区)居住者を対象としている
世帯に 1,450

た．第 2 回調査
するという点から実施した
同様の都心部に対するイメージなどの設問に加え
育て環境への意識などについても質問している
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3. 居住地に対する満足度分析
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4. ⼦育て環境に対する住⺠意識の比較
 

(1) 居住地の⼦育て環境に対する意識
 第 2 回調査では現在の居住における子育て環境に関
し，総合的な満足度と「子供の遊び場が充実している」
などの個別項目に対する満足度を質問し
毎にみると，
設周辺での騒音」の満足度が高く
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